
感動のある教育 

教 頭  中村 圭一   

とうめいかん祭の表現活動には、子ども達の日頃の教育活

動の成果が表れます。上手に台詞をいうためには、劇中の人

物の気持ちを理解し表現するという国語科の力、リズムよく

踊るためには体育科の力、自分たちで小道具を作るためには

図画工作科の力、歌には音楽科の成果が表れます。そして、

学年や学級が力を合わせて一つのものを作り上げるという連

帯感や大勢の人の前で発表するという成就感を味わうこと

は、道徳や特別活動の学習を深めていくためにとても重要で

す。先日のとうめいかん祭では、どの学年の子ども達も実に

堂々と表現してくれました。日頃の学習の成果を十分に発揮

してくれていたと思います。保護者の皆様も子ども達の演技

に感動されたのではないかと思います。 

 さて、私たち教師の思いはどうでしょうか。私たちは次の

ように思っています。「多くの観客がいる中で、スポットライ

トをあびる舞台に立たせて成功させたい」「心をうつ演技をさ

せたい」「友達同士の絆を深めたい」「もっと表現力をつけさ

せたい」「これをきっかけに自信をもたせたい」などいろいろ

な思いがあります。一言で言えば、「教師も子どもも一緒にな

って感動を味わいたい、味わわせたい」ということが私たち

の願いです。 

いざ、練習に取り組んでいると、なかなか思うように進ん

でいかないこともありました。その時は原点に返り、みんな

の心を一つにするために、目標を再度確認して、練習を再開

しました。すると、子ども達が成長していく姿が見られるよ

うになりました。恥ずかしがり屋の子どもが堂々と演技する

姿、周りの子どもが進んでサポートする姿、教師が求める演

技まで到達しようとする姿、教師の言葉を信じて努力を続け

る姿などがありました。ここまで来ればもう成功は間違いな

しです。あとは、みなさんが見られた通りのとうめいかん祭

の表現活動になりました。 

文部科学省調査官の杉田先生は研修会で次のように言って

いました。感動のある教育は子どもの精神的成長を促し、最 
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12 月 行 事 予 定 1 月 行 事 予 定 

１ 日  １ 水 元 日 

２ 月 個人懇談（～７日） ２ 木  

３ 火 知のｵﾘﾝﾋﾟｯｸ６年 ３ 金  

４ 水  ４ 土  

５ 木  ５ 日  

６ 金  ６ 月  

７ 土  ７ 火  

８ 日  ８ 水  

９ 月 委員会 ９ 木  

10 火 縦割りランチ 10 金  

11 水 チャレスポ大会 11 土  

12 木  12 日  

13 金  13 月 成人の日 

14 土  14 火 縦割りランチ 

15 日  15 水 知のｵﾘﾝﾋﾟｯｸ１～５年 

16 月 クラブ 16 木  

17 火  17 金  

18 水 とうめいっこコンサート 18 土  

19 木 とうめいっこコンサート 19 日  

20 金  20 月 委員会 

21 土 大掃除 ※ランチなし 21 火  

22 日  22 水  

23 月 天皇誕生日 23 木  

24 火 特別学習 24 金  

25 水 特別学習 25 土  

26 木 特別学習 26 日  

27 金  27 月 クラブ 

28 土  28 火  

29 日  29 水  

30 月  30 木  

31 火 
 

31 金 
実力テスト 

◎お知らせ◎ 

○個人懇談について 

  ２日（月）から個人懇談を予定しています。詳しい日程につい

ては、各学級でお知らせしていますので、時間厳守でご来校くだ

さい。なお、スクールバスの発着場所には自家用車を駐車しない

ようにお願いいたします。 

 

○特別学習について 

  ２４日（火）から３日間を予定しています。対象となる児童に

つきましては個人懇談の時に担任からお知らせします。なお、６

年生は全員参加です。お弁当も忘れないようにお願いします。 

    ・学習時間…………９：００～１５：１５ 

    ・スクールバス……登校は平常どおり 

下校は１５：３０のみ 

 

終的には学力の充実にもつながる。そのために、「子ども達の

心を一つにすること、子ども達が力を発揮できる場を整える

こと、そして、子ども達に期待し、行動を要求し、徹底的に

鍛えることが教師の役目である」と言っています。 

まさに、本校もこのようにして取り組み、感動のあるとうめ

いかん祭にすることができました。 

教師自身の感想として、「子ども達が一生懸命に演技する

姿に感動した。涙が出て来た。」「本番までの練習を頑張る

姿に感動した。」「保護者の方が我が子だけではなく、みん

なのために衣装などの準備をしてくれたことに感謝した

い。」「教師を信じてついて来てくれた子ども達に感謝した

い。」と言っていました。感謝することから感動につながっ

ていることを私たちも学びました。建学の精神「至心」が

感動のある教育の基盤であることを改めて感じました。こ

れからも、「挑戦そして感動」を合い言葉にして教育活動に

取り組んで行きます。 

『とうめいかん祭』 

どの学年も堂々とした表現を見せてくれました。

体験活動では、楽しい思いでもできたかな？！ 


